
 

 

 

 

令和 6年 6月 3日発行 川村学園女子大学附属保育園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育目標 

＊ 室内での遊びを楽しむ。 

＊ 春から夏の移り変わりを知る。 

【乳児】 玩具の使い方やルールを知り楽しく遊ぶ。 

    【幼児】 梅雨時の自然に触れ、身近な動植物を見たり  

  触れたりして、興味や関心を持つ。 

例年になく美しく咲き誇っていた駐車場周りのピンクのツツジが、風が吹く度に舞い落ち、春の終わりを告げ

ているかのようです。早いもので入園・進級から２ヵ月が経ちました。多くの子たちは、新しい環境にすっかり

慣れて、「保育園は楽しいところ」の認識ができ、好きな遊びを好きなお友だちと存分に楽しむ様子が見られて

います。なかにはまだ少し、朝の登園時にお家の人との別れを惜しみ泣く子もいますが、その子たちもお家の人

が園の門を出る頃には、泣き顔も薄れ、園モードへとシフトチェンジでき、活動開始していますので、どうぞご

安心ください。 

 今年度は、朝の活動として体操集会やリズムあそび『リズムにのろう』を再開し、定期的に思い切り体を使っ

て遊ぶ取り組みを継続することとしています。幼児組が中心となって始めているのですが、小さい組の子どもた

ちも中庭や保育室前のテラスに出て遊んでいる時に、遊戯室からピアノの軽快な音色が聞こえてくると思わず体

をピョンピョン動かしてキャッキャッと楽しむ姿があります。とっても微笑ましい光景になっていました。 

いよいよ梅雨期を向かえる今月。戸外活動もままならない日が多くなりそうで心配ですが、乳幼児の交流も含

め室内でも心身が発散できる保育を工夫して参ります。        

園   長    山  﨑   久  江 

 

プール・水遊びについて 

・プール期間は、6/10(月)～8/30(金)となります。 

・ルクミーの連絡帳では、「プール・水遊び、沐浴・シャワー

等」の項目があります。毎日入力し登園までに送信お願い

します。 （クラスにより項目が異なりますのでご注意ください。） 

 かえるのうた 

 あめふりくまのこ 

ほっこりエピソード 
 

お外遊びをいっぱいして小麦色になっ

てきた子に．．． 

 

 保育士 ： 「（ひに）やけたねぇ～！？」 

 

子ども ： 「こげてる？」 

 

  

ちゅうりっぷ組 

 かわきた じゅんぺいさん 

 くろさわ けいいちろうさん 

最近、降園時間が、申請時間より遅れ気味のご家庭が多い

です。申請時間に応じて職員体制を整えておりますので、時

間をお守りいただけますよう、よろしくお願いいたします。 



ばら・ひまわり組の子どもたちは、魚や動物、恐竜に興味があり、気になるものがあるとお
うちに宿題として持ち帰り調べてきます。調べていく中でより興味をもち、『もっと知りた
い！』の気持ちが膨らみます。遠足の場所もそのような活動のなかで決めました♪ 

  

ひまわり組           

(５歳児) 

「ばったの原」でみんなが座り込

んでじっと見ていた物は・・・。

「お顔葉っぱだよ！」子どもたち

の発見、目線が面白いですね。 

なんといっても「恐竜」を見る子ども

たちは、わくわくドキドキでいっぱ

い。近くに行けず、保育者のそばで

「恐竜さんにたべられないかな？」と

心配している子もいましたよ！ 

 

 

“隕石を持ってみよう！”のコーナー 

を見つけたひまわりさん。なんと重さは 

“３１キログラム！”「一緒に持ってみよう」

と誘い合って協力。「う～ん！」と必死に 

隕石と戦う可愛い姿です♪ 

とっても楽しみにしていた 

“動く大きな恐竜”のコーナー。 

「かっこいい～」「ちょっと怖いね～」 

などとギリギリまで近づいて見て楽しむひま

わりさん。「せんせ～い！」と呼ばれて 

振り返ると、可愛い恐竜さんが歩いて 

いましたよ♡ 

イラスト：いらすとぷらすより 

「宇宙が楽しかったねぇ！」「恐竜大きかったねぇ！」な

ど帰って来てからも思い出を共有する子どもたち。みん

なで協力してドキュメンテーションづくりを楽しみまし

た。この活動で、子どもたち同士のつながりがさらに深

まり、楽しそうでした！ばら・ひまわり組前の廊下に掲

示してあります。是非、見てください♪ 

『ミュージアムパーク茨城自然博物館』に行ったよ 
 

 

 

ばら組 

(４歳児) 


